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【資料解題】 
倫理と保育者（第 2 版） 第 3 章 
Feeney, S., Freeman, N.K. & Pizzolongo, P.J., Ethics and the Early Childhood Educator : 




１．『倫理と保育者（第 2 版）』について 
（1）解題にあたって 
全米乳幼児教育協会（National Association for the 
Education of Young Children；以下，NAEYC）は，1989
年に，保育者の倫理綱領である「倫理綱領および責任声明」
（Code of Ethical Conduct and Statement of Commitment；
以下，NAEYC 倫理綱領）を策定した 1。 
その後も，NAEYC は倫理綱領の利便性・実効性を高
めるために，1992 年，1997 年，2005 年 2 に改訂を行い，




う『倫理と保育者（第 2版）』（Ethics and the Early Childhood 











ている第 3 章のみを解題の対象とした。 
 
（2）著書の紹介 
 本書の著者は，Stephanie Feeney 氏と Nancy K. Freeman





 Nancy K. Freeman 氏は，サウスカロライナ大学の准教
授であり，NAEYC 倫理綱領の改訂に積極的に関わって
きた。また，Young Children 誌に掲載される Focus on Ethics
というコーナーの編集者の一人を務めている。 




 さて，本書は NAEYC 倫理綱領のガイドブックに該当
するものであるが，以下の 8 章から構成されている。 
 
・はじめに 
 ・第 1 章 道徳と倫理の序論 
 ・第 2 章 NAEYC 倫理綱領 
 ・第 3 章 倫理問題への取り組み 
 ・第 4 章 子どもに対する倫理的責任 
 ・第 5 章 家族に対する倫理的責任 
 ・第 6 章 同僚に対する倫理的責任 
 ・第 7 章 地域と社会に対する倫理的責任 
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（3）第 3 章について 












































































した時，第 2 部の方法・手順に移動する。 
 



































Timothy（4 歳）の母親である Cathy は，彼の担当保
育者の Frances に対して，Timothy が午後の昼寝の時
間に眠らないように求めた。彼女は「息子が昼寝を













































厳しいこと－例えば，保育者の Frances が母親の Cathy
の要求に対応するために何ができるかを考慮しない－
や、さらに、いくつかは道徳的に許されないこと－例












Cathy が子どもの Timothy のためのより効果的な就寝時
の日課の開発に役立つ可能性があるかもしれないし，あ
るいは，Frances が Timothy に短い昼寝をさせる試みるこ
とができるかもしれない。Frances が Timothy を昼寝をし
ていないクラス（別の保育室）に連れて行く可能性もあ
































































に対するあなたの最も高い感覚に従え（ follow your 













































































































































ートには明記されておらず，これも変更点の 1 つである。 
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第1部：問題の性質を決定する 
  職場の問題を特定する   
  ↓   
適切な解決法を探せ いいえ 
←←←← その問題は倫理を含んでいるか？ － 
良い－悪い、義務と責任に 
関する問題 
    ↓はい   
法律に従え はい 
←←←← それは法的責任か？ － 法令に求められる 
     ↓いいえ   
正しいことをせよ はい 
←←←← それは倫理的責任か？ － 
NAEYC倫理綱領に 
求められる 
     ↓いいえ   




















←←←← Ethical finesseで解決できるか？ 

















出所：Feeney, S., Freeman, N.K. & Pizzolongo, P.J., Ethics and the Early Childhood Educator : Using the NAEYC Code ( Second Edition ), NAEYC, 2012, pp.34-35. 
 
図1 職場問題の取り扱い
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 例えば，事例に照らしていえば，一方では 4 歳児の
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文献 1 を参照せよ。 
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